
銭弘俶塔の画像
（独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所提供）

た
か 

は
し

ま
な
ぶ

太
宰
府
の
文
化
財
453

本
市
の
北
東
部
に
あ
る
太
宰
府
天
満
宮

か
ら
西
を
望
む
と
四
王
寺
山
の
東
南
斜
面

が
見
え
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
中
世
山
岳
寺
院

「
原
山
」※

1

(
原
山
無
量
寺
、
原
山
無
量
寿

院
、
原
八
坊
と
も
称
す
)
と
い
う
天
台
宗
寺

院
跡
で
あ
る
原
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
山
で
は
大
変
珍
し
い
遺
物
が
出

土
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
銭
弘
俶
八
万
四

千
塔
(
以
下
、
銭
弘
俶
塔
)
と
い
う
小
型
の

銅
製
塔
の
一
部
で
、
「
方
立
」
と
呼
ば
れ
る

塔
笠
部
の
四
隅
に
取
り
付
け
ら
れ
る
馬
の

耳
の
よ
う
な
隅
飾
で
す
。
出
土
場
所
は
12

世
紀
か
ら
13
世
紀
に
存
在
し
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
礎
石
建
物
跡
の
南
側
斜
面
地
の

下
方
の
土
地
か
ら
で
し
た
。
こ
の
銅
製
塔

は
10
世
紀
後
半
に
中
国
江
南
の
呉
越
国
第

５
代
国
王
の
銭

弘
俶
に
よ
り
作

ら
れ
た
法
舎
利

塔
(
仏
教
の
経
典

を
収
め
た
仏
塔
)

で
す
。
名
称
の
八

万
四
千
塔
と
は

実
際
の
数
で
は

な
く
、
無
数
の
塔

と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

現
在
わ
か
っ
て

い
る
作
例
で
は
中
国
国
内
だ
け
で
な
く
、

日
本
も
含
め
て
約
50
基
と
言
わ
れ
て
お

り
、
日
本
国
内
に
伝
来
し
た
も
の
は
完
形

品
９
基
と
塔
の
一
部
部
品
２
基
併
せ
て
11

例
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
11
例
の
１

つ
が
今
回
取
り
上
げ
た
原
遺
跡
出
土
の
も

の
で
す
。
方
立
は
高
さ
３
.
７
cm
。
最
大
幅

２
.
８

×

１
.
７
cm
。
表
側
の
２
面
に
は
剣

を
持
ち
甲
冑
を
纏
う
神
将
像
が
、
裏
に
は

仏
龕
の
中
に
如
来
坐
像
が
表
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
銅
塔
は
天
台
僧
日
延
が
天

徳
元
(
９
５
７
)
年
に
呉
越
国
か
ら
持
ち

帰
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

日
延
は
の
ち
に
大
宰
府
に
大
浦
寺
を
構

え
、
隠
居
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

大
浦
寺
が
あ
っ
た
は
っ
き
り
し
た
場
所
は

不
明
で
す
が
、「
浦
」
の
字
か
ら
浦
ノ
城
と

い
う
地
名
が
残
る
原
山
で
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

近
年
、
原
山
に
関
す
る
新
し
い
文
献
史

料
で
あ
る
明
庵
栄
西
著
『
改
偏
教
主
決
』
や

『
重
修
教
主
決
』
が
発
見
さ
れ
、
後
に
日
本

で
の
臨
済
宗
の
開
祖
と
称
せ
ら
れ
る
入
宋

僧
栄
西
と
原
山
僧
尊
賀
と
の
密
教
教
主
※
2

に
つ
い
て
の
論
争
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
中
世
の
文
献
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
原

山
に
と
っ
て
は
貴
重
な
史
料
で
す
。
栄
西

の
文
章
か
ら
は
、
原
山
が
名
山
で
あ

る
こ
と
や
僧
侶
が
数
百
人
お
り
、
顕

教
・
密
教
と
も
盛
ん
に
学
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、

栄
西
と
論
争
が
で
き
る
ほ
ど
原
山

で
は
高
度
な
宗
教
活
動
が
行
わ
れ

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。『
改

偏
教
主
決
』
の
成
立
は
安
元
元
(
１

１
７
５
)
年
前
後
と
さ
れ
て
お
り
、

栄
西
が
創
建
し
た
福
岡
市
今
津
の

誓
願
寺
を
本
拠
地
と
し
て
著
述
し

て
い
た
時
期
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の

誓
願
寺
に
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
銭
弘
俶
塔
の
完
形
品

が
伝
世
し
て
い
ま
す
。
原
山
の
銭
弘

俶
塔
は
、
誓
願
寺
の
も
の
と
大
変
良

く
似
て
お
り
、
栄
西
と
尊
賀
、
誓
願

寺
と
原
山
と
、
銭
弘
俶
塔
が
結
ぶ
不

思
議
な
縁
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

銭
弘
俶
塔
は
遠
く
イ
ン
ド
か
ら

ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
日
本
に
伝
わ
っ

た
仏
教
を
体
現
し
、
ま
た
仏
教
美
術

工
芸
品
と
し
て
の
希
少
性
か
ら
も

大
き
な
価
値
が
あ
り
ま
す
。

文
化
財
課
　
　
　
髙
橋 

学

銭
弘
俶
八
万
四
千
塔
(
原
遺
跡
出
土
)

太
宰
府
市
指
定
文
化
財
第
32
号
有
形
文
化
財
(
考
古
資
料
)

せ
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う
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し
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う
ぞ
う

ぶ
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が
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に
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ぞ
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に
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え
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あ
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け
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み
っ
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ょ
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ぎ
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え
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さ
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そ
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へ
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き
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け
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り
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う
じ
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※1山岳寺院「原山」は、広報だざいふ令和２年４月号 太宰府の文化財419で詳しく紹介しています。

※2密教の教主である大日如来の身格をめぐっての論争（密教教主論）。
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太宰府市公式SNSの
フォローお願いします！

12月定例会リポート ………………34P
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個人質問 …………………………37P

建設経済常任委員会所管調査……44P

意見交換会 ………………………44P

議会の傍聴について
議会傍聴の際の感染症対策を実施して

います。マスクを必ず着用してください。　
本会議場の傍聴人数は通常は51名です

が、状況により傍聴人数の設定を変更する
ことがあります。詳しくは議会事務局までご
確認ください。

発行：福岡県太宰府市議会　　　編集：議会広報特別委員会　　　令和5年2月１日

↑　漆紙が付着した土器が出土しました

第174号第174号

2/12/1
令和5年令和5年

日 月 金木水火 土

27 28 3/1 2 3 4

本会議
市長提案理由説明
予算特別委員会

本会議
質疑･委員会付託

2/26

6 7 8 9 10 115

環境厚生
常任委員会

総務文教
常任委員会

本会議
一般質問

※13時開始予定

本会議
一般質問

本会議
一般質問
(予備日）

予算特別
委員会

予算特別
委員会

※13時開始予定

予算特別
委員会
(予備日）

13 14 15 16 17 1812

20 21 22 23 24 2519

本会議
委員長報告・質疑

討論・採決

3月定例会の日程（予定） 会議の開始時刻は午前10時からです

建設経済
常任委員会

春分の日

水城小学校舎の建替えに伴う
　　発掘調査が進められています！

発掘された遺跡の様子



12
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト

12
月
定
例
会
リ
ポ
ー
ト

定例会リポート定例会リポート12 月

○令和4年第4回定例会（令和4年12月6日～12月21日）　会期16日間

◆教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

⇒教育長として、井
いの

上
うえ

和
かず

信
のぶ

氏を適任と認めました。任期は3年です。《議案第46号》

◆教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

⇒教育委員として、森
もり

容
よう

子
こ

氏と赤
あか

坂
さか

秀
ひで

文
ふみ

氏を適任と認めました。任期は4年です。
 《議案第47号・48号》

○人　事
◆「意見交換会」の充実した開催を求める請願書

⇒市民に開かれた議会運営と広報広聴の充実を図るために、議会基本条例ならびに自治基本
条例に掲げた趣旨どおりに意見交換会を実施するよう請願するものです。《請願第4号》

○請　願

◆財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について
⇒大佐野ダム上流の緑化保護地区内の土地を、25,237㎡（約4,946万円）取得しました。
  令和4年度の買収実施による買収率は、46.6％です。《議案第51号》

○財産の取得

大宰府展示館、水城館、文化ふれあい館、市民図書館、い
きいき情報センター、北谷運動公園、歴史スポーツ公園、大
佐野スポーツ公園、体育センター、男女共同参画推進セン
タールミナス、老人福祉センターの次期3年間の指定管理者
を指定するものです。《議案第53号～第63号》

○指定管理者の指定

川添4号線含む計5路線について市道認定しました。《議案第52号》

○市道路線の認定

◆水城小学校管理棟他改築工事（建築）請負契約の締結について
⇒水城小学校管理棟他の老朽化に伴う建築工事を行うものです。
　令和6年3月22日までの完成を予定しています。《議案第50号》

○契　約

◆太宰府市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例
  について

⇒定年を令和13年度までに2年に1歳ずつ段階的に引き上げ65歳にする改正等です。
 《議案第64号》

◆太宰府市職員定数条例の一部を改正する条例について
⇒定年の引き上げに伴い、職員の年齢構成を平準化して安定した行政サービスを
　提供するため職員定数の見直しを行うものです。《議案第65号》

◆太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する
  条例について

⇒人事院勧告に基づき国家公務員に準じた内容で職員等の給与等の改定を行うものです。
《議案第66号》

○条　例
費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

選挙費 県議会議員一般選挙費　令和5年4月の県議選の費用です。1,385万円

障がい者自立支援給付事業費　7,500万円

障がい児通所支援給付関係費　9,500万円
社会福祉費

小学校管理運営費　3,014万円
電力・ガス等の価格高騰による光熱水費の増額対応分です。

2億138万円

文化財保存・継続事業費　250万円
太宰府天満宮の志賀社本殿等の保存修理を一部補助するものです。

社会教育費

小学校費

652万円

3,034万円

◆歳入・歳出それぞれ3億9,501万3千円を追加し、総額は322億3,589万円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（第6号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

企画費 コミュニティバス運営費　原油価格等高騰に対する支援金です。500万円

高齢者施設等関係費　611万円

教育・保育施設費　414万円　保育所等物価高騰対策補助金等です。

社会福祉費 701万円

商工費

児童福祉費

史跡地管理事業費　1,980万円

小学校施設整備費　抗菌・抗ウイルスの遊具の導入費です。

商工振興費　LPガス価格高騰対策補助金です。8,800万円

522万円

小学校費 4,200万円

社会教育費 2,336万円

◆歳入・歳出それぞれ 2億9,403万8千円を追加し、総額は318億4,087万7千円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（第5号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

社会福祉費 電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金給付事業費4億8,753万円

◆歳入・歳出それぞれ4億8,753万5千円を追加し、総額は315億4,683万9千円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（専決第2号）

費　目 主　な　事　業　と　予　算　額補正予算額

保健衛生費 母子健康診査費　出産・子育て応援支援金等です。7,043万円

◆歳入・歳出それぞれ7,043万6千円を追加補正し、総額は323億632万6千円になりました。

○令和4年度一般会計補正予算（第7号）

同　意同　意

同　意同　意

可  決可  決

可  決可  決

可  決可  決

可  決可  決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決

いきいき
情報センター

不 採 択不 採 択

承　認承　認

原案可決原案可決

原案可決原案可決

原案可決原案可決
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議
決
結
果
一
覧
表

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

国
が
第
９
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策

定
に
向
け
て
議
論
を
始
め

た
。
本
市
で
も
令
和
６
年
か

ら
の
高
齢
者
支
援
計
画
を
策

定
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
３
点
伺
う
。

①
ケ
ア
プ
ラ
ン
有
料
化
、
要

介
護
１
・
２
の
ヘ
ル
パ
ー

等
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
、

福
祉
用
具
の
貸
与
か
ら
購

入
へ
の
移
行
が
特
に
懸
念

さ
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
だ
が
、

市
の
現
状
と
想
定
さ
れ
る

影
響
を
伺
う
。

②
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の

運
用
に
つ
い
て
現
状
を
伺

う
。

③
減
免
制
度
の
現
状
と
拡
充

の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

理
事
　
①
令
和
３

年
度
末
時
点
で
ケ

ア
プ
ラ
ン
作
成
件
数
は
２

万
７
０
４
件
、
要
介
護
認

定
者
の
う
ち
要
介
護
１
は

６
６
４
人
、
要
介
護
２
は

５
５
９
人
、
福
祉
用
具
貸

与
は
１
万
３
千
７
９
５
件

で
す
。
今
後
は
国
の
通
知

な
ど
を
注
視
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
ま
す
。

②
第
８
期
介
護
保
険
事
業
計

画
の
中
で
は
、
介
護
保
険

料
の
急
激
な
上
昇
を
緩
和

す
る
た
め
基
金
よ
り
１
億

５
千
万
円
の
繰
り
入
れ
を

盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

③
災
害
や
低
所
得
等
に
よ
る

介
護
保
険
料
や
利
用
者
の

自
己
負
担
額
の
減
免
が
あ

り
ま
す
。
減
免
措
置
の
拡

充
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が

国
の
動
向
を
見
据
え
つ
つ

適
切
な
制
度
運
営
に
努
め

ま
す
。

公
園
は
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
の
方
の
心
身
の
健

康
を
保
つ
の
に
不
可
欠
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
財
産
で
あ
る
公
園

が
機
能
的
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
２
点
伺
う
。

①
遊
具
や
設
備
の
管
理
に
つ

い
て
。

・
市
が
管
轄
す
る
公
園
の

数
。

・
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る

公
園
の
数
と
そ
の
う
ち
の

指
定
管
理
施
設
数
。

・
設
備
の
点
検
頻
度
と
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
経
費
の
現
状
。

②
公
園
設
置
の
目
的
と
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
、
健
康

寿
命
の
増
進
に
向
け
た
器

具
設
置
等
の
計
画
は
あ
る

か
。

部
長
　
①
・
市
内

１
３
７
箇
所
の
公

園
を
維
持
管
理
し
て
い
ま

す
。

・
遊
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る

公
園
は
１
０
５
箇
所
で
、

有
料
公
園
施
設
の
管
理
運

営
を
指
定
管
理
者
が
行
っ

て
い
る
公
園
は
２
箇
所
、

遊
具
や
ベ
ン
チ
も
な
い
公

園
は
11
箇
所
、
ベ
ン
チ
し

か
な
い
公
園
は
21
箇
所
で

す
。

・
毎
年
、
点
検
と
そ
の
結
果

に
応
じ
た
補
修
を
行
っ
て

お
り
、
令
和
３
年
度
は
合

わ
せ
て
約
５
０
０
万
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。

②
公
園
は
多
く
の
方
が
遊
び

や
交
流
、
健
康
増
進
の
場

と
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

公
園
の
意
義
を
再
認
識
の

上
、
健
康
寿
命
増
進
の
観

点
も
含
め
更
な
る
有
効
活

用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

案　件　名議案番号等 議決結果

専決処分の報告について（市が管理する市道内の境界プレートによる車両パンク事故の損害賠償の額の決定）

太宰府市教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて

太宰府市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

太宰府市教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

専決処分の承認を求めることについて（令和4年度太宰府市一般会計補正予算（専決第2号））

水城小学校管理棟他改築工事（建築）請負契約の締結について

財産の取得（太宰府市緑地保護地区内）について

市道路線の認定について

大宰府展示館の指定管理者の指定について

水城館の指定管理者の指定について

太宰府市文化ふれあい館の指定管理者の指定について

太宰府市民図書館の指定管理者の指定について

太宰府市いきいき情報センターの指定管理者の指定について

太宰府市立北谷運動公園の指定管理者の指定について

太宰府歴史スポーツ公園の指定管理者の指定について

太宰府市立大佐野スポーツ公園の指定管理者の指定について

太宰府市体育センターの指定管理者の指定について

太宰府市男女共同参画推進センタールミナスの指定管理者の指定について

太宰府市立老人福祉センターの指定管理者の指定について

太宰府市職員の定年等に関する条例等の一部を改正する等の条例について

太宰府市職員定数条例の一部を改正する条例について

太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例について

令和４年度太宰府市一般会計補正予算（第5号）について

令和４年度太宰府市一般会計補正予算（第6号）について

令和4年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）について

令和4年度太宰府市介護保険事業特別会計補正予算（第2号）について

令和4年度太宰府市水道事業会計補正予算（第2号）について

令和4年度太宰府市水道事業会計補正予算（第3号）について

令和4年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第2号）について

令和4年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第3号）について

令和4年度太宰府市一般会計補正予算（第7号）について

―

同意

同意

同意

承認

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

Q

A

Q

A

こ

う

た

け

　 
 

あ

や

全質問項目

◇介護保険制度について

◇住宅政策について

◇子どものマスク着用について

全質問項目

◇市が管轄する公園について

◇LGBTQに関する本市の取り組

みについて

高
齢
者
を
守
り
続
け
る

介
護
保
険
制
度
を

神
武
　 

綾  

議
員

問

公
園
は
全
世
代
型
の

機
能
的
な
活
用
を

タ
コ
ス
キ
ッ
ド  

議
員

問

報告第14号

議案第46号

議案第47号

議案第48号

議案第49号

議案第50号

議案第51号

議案第52号

議案第53号

議案第54号

議案第55号

議案第56号

議案第57号

議案第58号

議案第59号

議案第60号

議案第61号

議案第62号

議案第63号

議案第64号

議案第65号

議案第66号

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

12月定例会 全会一致で議決した議案

議案番号等

不採択

案　件　名

議
決
結
果

公明党 宰光 市民の声新風 未来のまち 令和宰光 無会派

タ
コ
ス
キ
ッ
ド

笠
利
　
　
毅

神
武
　
　
綾

今
泉
　
義
文

宮
原
　
伸
一

馬
場
　
礼
子

木
村
　
彰
人

森
田
　
正
嗣

徳
永
　
洋
介

橋
本
　
　
健

長
谷
川
公
成

門
田
　
直
樹

舩
越
　
隆
之

入
江
　
　
寿

原
田
久
美
子

陶
山
　
良
尚

堺
　
　
　
剛

小
畠
真
由
美

※門田直樹議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。　市民の声：太宰府市民の声　無会派：会派に所属していない議員

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

請願第4号 × × × × × × ※ × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○
「意見交換会」の充実した開催を求める
請願書

12月定例会 賛否の分かれた議案

道路幅拡張に関する陳情

陳  　　　　情

建設経済常任委員会に送付陳情第14号

民主主義・立憲主義の基盤である思想・良心の自由、請願権等を守る為の陳情 議会運営委員会に送付陳情第15号

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

児
童
に
対
し
て

「
横
断
歩
道
の
な

い
と
こ
ろ
で
は
道
路
を
横
断

し
て
は
い
け
な
い
」
と
指
導

し
て
い
る
が
、
安
全
に
安
心

し
て
通
学
で
き
る
通
学
路
に

つ
い
て
３
点
伺
う
。

①
通
学
路
で
道
路
横
断
す
る

箇
所
全
て
に
横
断
歩
道
は

あ
る
の
か
。

②
通
学
路
は
誰
が
ど
の
よ
う

な
基
準
で
指
定
し
て
い
る

の
か
。

③
通
学
路
で
設
置
基
準
を
満

た
す
横
断
箇
所
に
は
横
断

歩
道
を
設
置
し
基
準
を
満

た
さ
な
い
箇
所
は
通
学
路

か
ら
変
更
す
る
等
の
対
応

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

部
長
　
①
通
学
路

安
全
推
進
会
議
に

お
い
て
、
事
前
に
各
小
学

校
か
ら
提
出
さ
れ
た
危
険

箇
所
一
覧
に
は
横
断
歩
道

に
関
す
る
要
望
も
あ
り
ま

し
た
が
、
地
形
的
な
課
題

等
に
よ
り
設
置
で
き
て
い

な
い
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

②
明
確
な
基
準
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
登
下
校
時
に
多
く

の
児
童
が
使
用
し
、
で
き

る
だ
け
歩
車
分
離
で
車
の

交
通
量
が
比
較
的
少
な
い

道
路
で
あ
る
か
等
を
留
意

し
な
が
ら
、
学
校
が
通
学

路
を
指
定
し
、
教
育
委
員

会
が
承
認
し
て
い
ま
す
。

③
横
断
歩
道
を
整
備
で
き
る

箇
所
は
整
備
し
、
道
路
の

形
態
等
で
整
備
が
難
し
い

場
合
は
見
守
り
活
動
な
ど

ソ
フ
ト
面
の
対
応
や
通
学

路
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま

す
。

市
立
小
学
校
７

校
、
中
学
校
４
校

の
う
ち
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
設

置
さ
れ
て
い
な
い
の
は
太
宰

府
東
小
学
校
と
太
宰
府
東
中

学
校
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
２

校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要

性
を
以
前
、
一
般
質
問
で
も

取
り
上
げ
た
が
、
一
向
に
設

置
の
方
向
に
進
ん
で
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。
今
後
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
計
画
に
つ
い

て
伺
う
。

部
長
　
過
去
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
例
を
見
る
と
、
肢
体
不
自

由
や
車
椅
子
利
用
の
児
童
生

徒
が
在
籍
す
る
学
校
を
優
先

し
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置

し
て
き
た
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の

子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
推
進
の

観
点
や
、
学
校
も
災
害
時
の

指
定
避
難
所
に
も
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
来
年
度
導
入

予
定
の
中
学
校
給
食
の
関
連

も
踏
ま
え
、
２
校
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

児
童
生
徒
の
不
登

校
・
自
殺
者
数
が

過
去
最
多
を
更
新
す
る
一
方
、

現
場
の
教
師
に
は
学
校
制
度

の
変
化
の
し
わ
寄
せ
が
き
て

い
る
。
長
時
間
労
働
や
心
身

不
調
に
よ
る
教
員
の
欠
員
、

中
学
校
給
食
開
始
に
よ
る
休

憩
時
間
の
課
題
等
を
踏
ま
え
、

４
点
伺
う
。

①
本
市
教
職
員
の
長
時
間
労

働
の
実
態
は
。

②
令
和
５
年
度
の
教
職
員
定

数
の
欠
員
は
。

③
小
中
学
校
の
休
憩
時
間
は
。

④
中
学
校
完
全
給
食
の
開
始

日
と
課
題
は
。

理
事
　
①
タ
イ
ム

レ
コ
ー
ダ
ー
で
教

職
員
の
在
校
時
間
を
把
握

し
長
時
間
勤
務
の
削
減
に

努
め
て
お
り
、
在
校
時
間

は
や
や
改
善
傾
向
で
す
。

②
令
和
５
年
度
の
定
数
欠
は

ま
だ
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

令
和
４
年
５
月
時
点
の
定

数
欠
は
２
人
、
12
月
現
在

の
定
数
欠
は
１
人
、
病
休

等
の
欠
員
が
６
人
で
す
。

③
小
学
校
は
給
食
後
を
、
中

学
校
は
昼
食
時
間
と
昼
休

み
を
実
質
的
な
休
憩
時
間

と
し
て
お
り
、
中
学
校
給

食
の
開
始
で
変
わ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
時
制
の
見

直
し
等
、
負
担
軽
減
の
方

策
を
検
討
し
ま
す
。

④
給
食
開
始
は
令
和
６
年
１

月
で
事
業
者
と
合
意
し
て

お
り
、
年
度
始
め
の
開
始

は
学
校
行
事
や
環
境
の
激

変
時
期
と
重
な
る
負
担
を

考
慮
す
る
と
困
難
と
判
断

し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
の
全

国
の
不
登
校
児
童

生
徒
は
約
24
万
人
と
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
登
校
意
欲
や
欠

席
へ
の
抵
抗
感
の
低
下
、
制

限
が
続
く
学
校
教
育
の
中
で

の
ス
ト
レ
ス
や
不
安
が
原
因

と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
４
点

を
伺
う
。

①
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
不
登

校
児
童
生
徒
の
現
状
は
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
宅

学
習
に
お
け
る
出
席
の
取

り
扱
い
の
現
状
は
。

③
教
師
の
暴
言
・
不
適
切
発

言
に
対
す
る
市
の
啓
発
や

指
導
の
現
状
は
。

④
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
心

の
ケ
ア
や
不
登
校
脱
却
の

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
る

か
。

理
事
　
①
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
不
登

校
児
童
生
徒
は
増
加
傾
向

に
あ
り
、
そ
の
要
因
と
し

て
臨
時
休
業
に
よ
る
生
活

リ
ズ
ム
の
乱
れ
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

②
文
科
省
か
ら
の
通
知
や
出

席
要
件
を
踏
ま
え
、
不
登

校
助
長
の
防
止
に
も
留
意

し
つ
つ
、
家
庭
等
に
お
け

る
学
習
時
間
や
対
面
指
導

の
あ
り
方
に
つ
い
て
要
件

を
定
め
て
い
ま
す
。

③
不
適
切
な
言
動
を
記
載
し

た
チ
ラ
シ
を
全
教
職
員
へ

配
付
し
、
「
憶
測
で
児
童

生
徒
を
頭
ご
な
し
に
叱
ら

な
い
」
等
の
本
市
独
自
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
指
導

の
見
直
し
を
促
し
て
い
ま

す
。

④
担
任
や
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
等
が
児
童
生
徒
の

状
況
等
に
応
じ
た
支
援
を

し
て
い
ま
す
。

QA

Q

A

Q

A

Q

A

全質問項目

◇教職員の「働き方改革」と中学校

完全給食の進捗について

◇児童が安全に安心して通学でき

る通学路の道路横断について

◇五条交差点の信号機について

全質問項目

◇本市の不登校児童生徒の現状、

取り組み、また心のケアと不登

校脱却について

◇本市に関わる国道県道の側溝内

土砂撤去について

全質問項目

◇市内小中学校へのエレベーター

の設置について

◇落ち葉の清掃について

全質問項目

安
全
・
安
心
な

通
学
路
へ
の
取
り
組
み

入
江
　 

寿  

議
員

い

り
　
　
え

ひ
さ
し

問

市
内
小
中
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
計
画
の
現
状
は

原
田
　
久
美
子  

議
員

は

ら    

だ

く       

み       

こ

問

教
師
の
働
き
方
改
革

徳
永
　
洋
介  

議
員

と

く

な

が

よ

う

す

け

問

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の

手
厚
い
支
援
を
求
め
る

長
谷
川
　
公
成  

議
員

こ

う

せ

い

は
　
　
　
せ
　
　
が

わ

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

福
岡
市
と
県
(
春

日
市
・
大
野
城
市
)

が
取
り
組
ん
で
き
た
西
鉄
天

神
大
牟
田
線
の
高
架
化
事
業

が
30
年
以
上
の
年
月
を
費
や

し
令
和
４
年
８
月
末
に
完
了

し
た
。
高
架
化
事
業
の
調
査

研
究
・
関
係
機
関
等
と
の
調

整
に
つ
い
て
第
二
次
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
明
記

さ
れ
て
い
る
な
ど
、
本
市
に

お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
き
た

高
架
化
事
業
に
つ
い
て
市
民

に
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
た
め
２

点
伺
う
。

①
西
鉄
の
高
架
化
に
よ
る
本

市
の
事
業
効
果
に
つ
い
て
。

②
高
架
化
事
業
の
具
体
的
な

進
め
方
と
課
題
に
つ
い
て
。

部
長
　
①
高
架
化

事
業
に
よ
っ
て
踏

切
で
の
渋
滞
や
事
故
が
解

消
さ
れ
、
鉄
道
に
よ
り
分

断
さ
れ
て
い
た
地
域
の
一

体
化
、
都
市
交
通
の
円
滑

化
と
駅
周
辺
の
活
性
化
、

高
架
下
の
空
間
活
用
な
ど

の
事
業
効
果
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

②
高
架
化
事
業
は
都
市
計
画

事
業
と
し
て
県
や
政
令
市

な
ど
が
事
業
主
体
と
な
り

関
係
自
治
体
と
鉄
道
事
業

者
が
連
携
し
て
進
め
る
事

業
で
あ
り
、
長
い
年
月
と

莫
大
な
費
用
が
必
要
に
な

る
と
と
も
に
、
事
業
期
間

の
延
伸
や
事
業
費
の
増

加
、
社
会
ニ
ー
ズ
の
変
化

や
将
来
の
交
通
環
境
や
需

要
の
見
通
し
な
ど
、
慎
重

に
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想

（*）

が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
自
治
体
や

学
校
に
よ
っ
て
進
捗
や
対
応

に
差
が
あ
る
。
本
市
の
小
中

学
校
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
使
っ
た
学
習
の
現
状
に
つ

い
て
３
点
伺
う
。

①
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
学
習
の
取
り
組

み
状
況
は
。

②
先
生
方
へ
の
指
導
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
対
策
は
と
ら
れ

て
い
る
か
。

③
授
業
を
円
滑
に
進
め
る
に

あ
た
り
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境

の
不
具
合
な
ど
の
問
題
点

は
。

理
事
　
①
一
斉
学

習
や
協
働
学
習
で

は
授
業
支
援
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
を
使
い
、
個
別
学
習
で

は
デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
学
習

や
調
べ
学
習
に
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
て

い
ま
す
。
頻
度
は
小
学
校

で
は
学
年
が
上
が
る
に
つ

れ
て
高
く
な
り
ま
す
が
中

学
校
で
は
教
科
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー

を
配
置
し
て
児
童
生
徒
や

先
生
の
機
器
使
用
を
支
援

し
、
校
内
研
修
で
先
生
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

③
時
間
帯
や
場
所
に
よ
り
同

時
利
用
時
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
繋
が
り
に
く
い

等
の
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
使
用
時
間
の
調
整

な
ど
工
夫
し
て
い
ま
す
。

機
器
の
検
証
等
、
今
後
も

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用

で
き
る
環
境
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

自
治
会
は
行
政
と

住
民
を
結
ぶ
重
要

な
役
割
を
果
た
す
が
、
加
入

者
の
減
少
や
役
員
の
高
齢
化

な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
災
害
避
難
時
や

環
境
美
化
活
動
な
ど
、
重
要

な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
４
点
伺
う
。

①
本
市
の
自
治
会
の
現
状
に

つ
い
て
。

②
自
治
会
と
行
政
の
連
携
に

つ
い
て
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
の

サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
。

④
男
女
共
同
参
画
の
観
点
を

踏
ま
え
、
女
性
自
治
会
長

や
役
員
の
充
実
に
つ
い
て

見
解
は
。

部
長
　
①
女
性
の

方
も
一
定
数
自
治

会
役
員
を
担
っ
て
き
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
市
の
自

治
会
加
入
率
は
93
・
４
％

と
近
隣
よ
り
か
な
り
高
い

状
況
で
す
。

②
毎
月
の
自
治
協
議
会
の
開

催
等
を
通
じ
て
様
々
な
事

業
の
連
絡
や
意
見
交
換
、

課
題
の
協
議
を
し
て
い
ま

す
。

③
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
で

は
自
治
会
に
関
す
る
総
合

窓
口
と
な
れ
る
よ
う
様
々

な
相
談
を
受
付
し
、
関
係

部
署
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
ま
す
。

④
地
域
活
動
で
も
男
女
共
同

参
画
の
推
進
が
求
め
ら
れ

る
中
、
本
市
の
女
性
自
治

会
長
の
割
合
は
９
・
１
％

と
全
国
割
合
よ
り
高
い
で

す
が
、
今
後
も
意
識
・
環

境
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

①
都
府
楼
自
治
会

は
西
校
区
自
治
協

議
会
に
属
し
て
い
る
が
、

地
域
や
中
学
校
区
を
考
慮

す
る
と
水
城
小
校
区
が
適

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

校
区
自
治
協
議
会
発
足
時

の
経
緯
や
今
後
の
編
成
の

見
直
し
に
つ
い
て
伺
う
。

②
校
区
自
治
協
議
会
の
拠
点

と
な
る
施
設
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
身
近

な
施
設
、
各
地
域
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
整
備
計
画
や
今
後
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
に
つ

い
て
見
解
を
伺
う
。

部
長
　
①
校
区
自

治
協
議
会
が
組
織

さ
れ
た
当
初
、
エ
リ
ア
単

位
は
概
ね
小
学
校
区
と
し

な
が
ら
も
歴
史
性
や
地
域

特
性
も
考
慮
し
、
地
域
の

自
主
性
を
尊
重
し
て
地
域

の
協
議
で
決
定
し
ま
し

た
。
西
校
区
自
治
協
議
会

に
属
す
る
９
自
治
会
は
昔

か
ら
地
域
行
事
を
合
同
実

施
し
て
き
た
経
緯
も
踏
ま

え
、
現
在
の
編
成
に
な
っ

て
い
ま
す
。
編
成
の
見
直

し
の
余
地
は
あ
る
と
考
え

ま
す
。

②
ビ
ジ
ョ
ン
会
議
に
て
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る

効
率
的
な
運
営
や
地
域
課

題
の
解
決
に
あ
た
る
組
織

づ
く
り
の
議
論
を
進
め
て

お
り
、
こ
う
し
た
議
論
の

中
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
も
検
討
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Q

A

Q

A

Q

A

QA

全質問項目

◇自治会と行政の連携による女性

の活躍について

◇選挙の投票率向上に向けた取り

組みについて

◇西鉄天神大牟田線高架化事業

の今後の展望について

◇（仮称）JR太宰府駅設置を含む佐

野東地区のまちづくりについて

全質問項目

◇地域コミュニティの推進につ

いて

◇太宰府に関わり深い偉人たちを

活かしたまちの活性化について

全質問項目

◇本市のGIGAスクール構想について

全質問項目

本
市
の
高
架
化
事
業
の

現
状
は

木
村
　
彰
人  

議
員

あ

き    

と

き
　
　 

む

ら

問

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の

学
習
は
順
調
か

橋
本
　 

健  

議
員

は

し

も

と

け

ん

問

女
性
活
躍
の
視
点
で

地
域
機
能
の
充
実
を

馬
場
　
礼
子  

議
員

れ

い  

　 

こ

ば
　
　 

　
ば

問

校
区
自
治
協
議
会
の
再
編
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備

陶
山
　
良
尚  

議
員

よ

し

ひ

さ

す    

や

ま

問

※G
ギ

IG
ガ

Aスクール構想：児童生徒1人1台端末を前提とし

た高速大容量の校内通信ネットワークの整備を通じて、

全ての子どもたちの可能性を引き出し質の高い学びの

実現を目指すもの。

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

（新）西鉄下大利駅
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ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。質問を行った議員名と質問項目、 及び原則として最初の質問項目と回答内容の要約を掲載しています。

ど
う
な
っ
と
う
と
？
個
人
質
問

福
岡
県
と
の
連
携

事
業
に
つ
い
て
、

特
に
社
会
保
障
制
度
の
分
野

に
つ
い
て
市
は
ど
の
よ
う
な

連
携
を
し
て
い
る
の
か
具
体

的
に
伺
う
。
ま
た
、
市
が
独

自
に
福
岡
県
と
連
携
を
行
っ

て
い
る
事
業
や
補
助
制
度
が

あ
る
の
か
伺
う
。

部
長
　
社
会
保
険

の
分
野
で
は
、
例

え
ば
国
民
健
康
保
険
に
お
い

て
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
連
合
会
が
組
織
さ

れ
、
市
で
は
資
格
管
理
や
保

険
給
付
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
の
分
野
で
は
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
、
児
童
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
を
実
施
す
る
に

あ
た
り
、
国
や
県
の
補
助
制

度
に
基
づ
き
運
用
し
て
お

り
、
各
種
手
当
も
法
令
に

則
っ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

公
的
扶
助
の
分
野
で
は
、

生
活
困
窮
者
に
対
す
る
各
種

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
国

の
各
政
策
に
基
づ
き
県
の
指

導
の
も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

保
健
医
療
・
公
衆
衛
生
の

分
野
で
は
、
特
に
近
年
の
コ

ロ
ナ
禍
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業
等
、
以
前
よ
り
密
接
に

県
等
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
の
分
野
で
本
市

と
県
が
独
自
に
連
携
し
制
度

構
築
す
る
の
は
、
平
等
性
・

法
の
観
点
か
ら
難
し
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

様
々
な
分
野
で
県
と
連
携
し

て
い
き
ま
す
。

令
和
４
年
６
月
定

例
会
に
て
「
第
六

次
太
宰
府
市
総
合
計
画
の
策

定
に
関
す
る
請
願
書
」
が
採

択
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
議
会

に
て
市
は
総
合
計
画
の
重
要

性
を
認
め
た
も
の
の
ま
ち
づ

く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
政
運
営

の
指
針
と
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
計
画
的
な
行
政
運
営

の
実
情
を
確
認
す
る
た
め
本

市
の
行
政
計
画
に
つ
い
て
３

点
伺
う
。

①
総
数
で
い
く
つ
あ
る
か
。

②
下
位
計
画
は
あ
る
が
上
位

計
画
は
な
い
、
行
政
分
野

ご
と
の
基
幹
的
計
画
等
の

列
挙
。

③
こ
れ
ら
を
全
体
と
し
て
管

理
す
る
業
務
を
担
っ
て
い

る
部
署
は
。

理
事
　
①
行
政
計

画
の
性
質
は
一
様

で
は
な
く
明
確
か
つ
統
一

の
定
義
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
が
、
期
間
が
複
数
年
度

の
計
画
の
総
数
は
67
で
す
。

②
計
画
の
上
位
と
下
位
に
は

様
々
な
考
え
方
が
あ
り
区

分
を
整
理
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
政
策
体
系
の
観
点
で

は
、
福
祉
分
野
の
「
第
四

次
太
宰
府
市
地
域
福
祉
計

画
」や
防
災
分
野
の「
太
宰

府
市
地
域
防
災
計
画
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

③
計
画
内
容
が
複
数
部
局
に

わ
た
る
と
き
は
各
計
画
の

主
管
部
局
が
取
り
ま
と
め

て
各
種
政
策
を
調
整
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
ほ
か
、

内
容
が
特
定
の
政
策
分
野

に
と
ど
ま
ら
な
い
場
合
は

経
営
企
画
課
が
と
り
ま
と

め
て
い
ま
す
。

那
珂
川
市
な
ど
近

隣
市
は
す
で
に
、

市
長
だ
け
で
な
く
副
市
長
・

教
育
長
に
関
す
る
政
治
倫
理

条
例
を
整
備
し
て
い
る
。
こ

れ
は
市
政
に
対
す
る
市
民
の

信
頼
に
応
え
公
正
で
、
開
か

れ
た
民
主
的
な
市
政
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
一
方
本
市
に
は

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関

す
る
条
例
し
か
存
在
し
な
い

が
、
平
成
29
年
の
自
治
基
本

条
例
の
制
定
を
受
け
て
そ
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
と

考
え
る
た
め
市
の
見
解
を
伺

う
。

市
長
　
政
治
家
は

民
衆
の
信
頼
が
な

け
れ
ば
存
立
し
え
な
い
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
世
の
為
人
の
為
、
市
長

と
な
っ
て
か
ら
は
市
の
為
市

民
の
為
に
24
時
間
３
６
５
日

持
て
る
力
を
出
し
尽
く
そ
う

と
努
め
て
き
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
が
あ
ろ
う

が
な
か
ろ
う
が
政
治
倫
理
の

重
要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
政
治
倫
理
条
例

が
な
け
れ
ば
そ
の
信
頼
が
成

り
立
た
な
い
と
の
ご
指
摘
で

あ
れ
ば
反
省
の
思
い
で
す
。

11
月
に
本
市
初
の

市
民
一
斉
避
難
訓

練
が
行
わ
れ
、
市
民
の
方
々

が
地
震
災
害
へ
の
対
応
を
考

え
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

訓
練
で
も
利
用
さ
れ
た
公
共

施
設
や
公
園
、
公
民
館
は
、

災
害
時
の
緊
急
避
難
場
所
に

指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
普
段

は
多
く
の
人
が
集
い
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

安
心
し
て
使
用
す
る
観
点
か

ら
２
点
伺
う
。

①
実
施
中
・
検
討
中
の
整
備

計
画
に
つ
い
て
。

②
公
衆
ト
イ
レ
の
あ
り
方
に

つ
い
て
。部

長
　
①
公
園
に

は
ト
イ
レ
の
新
設

計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

設
置
済
み
ト
イ
レ
の
洋
式

化
の
要
望
が
あ
り
調
査
を

進
め
て
い
ま
す
。

地
区
公
民
館
は
自
治
会

が
管
理
運
営
し
て
お
り
、

避
難
施
設
や
施
設
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
地

区
公
民
館
施
設
整
備
補
助

金
条
例
に
基
づ
く
市
の
補

助
・
助
成
を
活
用
し
な
が

ら
自
治
会
が
整
備
を
し
て

い
ま
す
。

②
公
園
の
ト
イ
レ
は
避
難
場

所
と
し
て
の
ト
イ
レ
提
供

の
役
割
も
あ
り
ま
す
が
、

設
置
場
所
や
維
持
管
理
面

で
防
犯
、
衛
生
面
等
十
分

配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。地

区
公
民
館
で
は
洋

式
化
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

や
手
す
り
設
置
な
ど
自
治

会
に
お
い
て
施
設
利
用
者

に
応
じ
た
改
修
を
計
画
さ

れ
て
お
り
、
市
は
緊
急
性

や
公
平
性
な
ど
の
観
点
か

ら
検
討
し
助
成
を
し
て
い

ま
す
。

Q

A

QA

Q

A

Q

A

全質問項目

◇政治倫理条例制定について

◇環境行政の対応について

◇福岡県との連携事業について

◇信号機及び県道の整備計画や

進捗状況について

◇市内を流れる河川の改修につ

いて

全質問項目

◇公共施設の整備について

◇太宰府市民の森について

◇持続可能な中学校の部活動の

あり方について

全質問項目

◇計画行政のありようについて

全質問項目

社
会
保
障
制
度
に
関
し
て

県
と
の
連
携
や
本
市
の
現
状
は

宮
原
　
伸
一  

議
員

み

や

は

ら

し

ん

い

ち

問

行
政
を
計
画
的
に

ど
う
運
営
し
て
い
く
か

笠
利
　 

毅  

議
員

か

さ    

り

つ
よ
し

問

市
長
等
を
対
象
と
す
る

政
治
倫
理
条
例
の
整
備
を
急
げ

森
田
　
正
嗣  

議
員

も

り    

た

ま

さ

つ

ぐ

問

避
難
場
所
の
重
要
性
は

今
泉
　
義
文  

議
員

よ

し

ふ

み

い

ま

い
ず
み

問

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら

録画映像はこちら
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令
和
５
年
も
は
や
ひ
と
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

年
末
年
始
の
本
市
の
繁
忙
期
は

対
策
本
部
を
組
み
大
過
な
く
乗

り
切
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
も
ま
だ
ま
だ
油
断

で
き
ま
せ
ん
が
、
参
拝
客
な
ど

も
お
迎
え
し
な
が
ら
住
ま
う
人

も
訪
れ
る
人
も
慶
び
合
え
る
ま

ち
を
指
向
し
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
末
時
点
の
速
報

値
で
ふ
る
さ
と
納
税
が
目
標
の

10
億
円
を
達
成
し
た
と
の
情
報

が
入
っ
て
参
り
ま
し
た
。
ご
協

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

成
人
式
改
め
二
十
歳
の
つ
ど

い
で
は
、
市
内
青
年
と
と
も
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
学
生
も
振
袖
を
ま

と
っ
て
参
加
し
、
全
国
で
も
珍

し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

立
場
は
違
え
ど
同
世
代
の
青

年
た
ち
が
戦
乱
や
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
不
確
か
な
時
代
を
乗
り
越
え

て
、
力
強
く
未
来
を
切
り
開
い

て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

樋
田
教
育
長
と
教
育
委
員
お

二
人
が
任
期
を
迎
え
、
井
上
新

教
育
長
と
新
た
な
お
二
人
が
年

末
就
任
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

力
を
合
わ
せ
て
参
り
ま
す
。

※掲載記事は編集作業の都合上1月17日時点までの情報に基づきます。配布時とのずれなどございましたらご了承ください。

表紙関連　Ｐ７　二十歳のつどい開催

　　　　　　　Ｐ８～９　あの頃の１さいは今

おめでとう20さい
人生の新しいスタート

2023
（令和5年）

2
No.1017

議会だより
合併号

議会だよりは33ページ以降に
掲載しています。

所
管
調
査
報
告
／
意
見
交
換
会
／
お
知
ら
せ
／
編
集
後
記

令和4年11月18日㈮、本市の上下水道に関する調査を

行いました。まず上下水道事業センターで事業概要を確認し

た後、松川浄水場の視察を行いました。

本市の上水は福岡地区水道企業団と山神水道企業団か

らの受水と市内の水源を組み合わせて供給されています。

自主水源があることで供給の安定性が高められています。

水道普及率をさらに上げていくこと、老朽化が進む導水管などを適切に更新していくこと、

将来にわたり安定的に良質な水を供給し、市民の暮らしを支えることなどの課題について今

後も注視しています。

◇
編
集
後
記
◇

令
和
３
年
12
月
の
臨
時
会
か
ら
、
議
員
１
年

生
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

太
宰
府
市
議
会
で
は
、
議
会
広
報
誌
の
編
纂

を
「
議
会
広
報
特
別
委
員
会
」
の
７
名
の
委
員
自

ら
の
手
で
行
っ
て
い
ま
す
。
一
般
質
問
の
答
弁
を

ま
と
め
た
り
主
な
議
案
等
を
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
紹

介
し
た
り
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
表
紙
や
挿
絵
な

ど
の
レ
イ
ア
ウ
ト
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

太
宰
府
市
議
会
基
本
条
例
第
４
条
に
「
議
会

は
、
そ
の
活
動
に
関
し
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す

る
と
と
も
に
、
常
に
市
民
の
意
見
や
要
望
を
把
握

し
議
論
に
反
映
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ

り
ま
す
。
定
例
会
後
「
議
会
だ
よ
り
」
を
編
纂
・
発

行
し
た
り
、
市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た

り
す
る
な
ど
、
「
広
報
・
広
聴
」
に
努
め
る
こ
と
が

我
々
議
会
の
使
命
で
す
。
こ
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を

通
し
て
議
会
や
議
員
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
方
が
市
政
に

参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

(タ
)

　
　
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
原
　
田
　
久
美
子

副
委
員
長
　
笠
　
利
　
　
　
毅

委
　
　
員
　
堺
　
　
　
　
　
剛

委
　
　
員
　
木
　
村
　
彰
　
人

委
　
　
員
　
今
　
泉
　
義
　
文

委
　
　
員
　
馬
　
場
　
礼
　
子

委
　
　
員
　
タ
コ
ス
キ
ッ
ド 
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建設経済常任委員会

所管調査報告

44第 174 号令和 5 年 2 月 1 日

【お知らせ】
宮原伸一議員が令和5年1月31日㈫をもって議員辞職されました。これにより、1名欠員となり

議員の現数は18人から17人となりました。また、議会運営委員会の委員長に長谷川公成議員、

副委員長に舩越隆之議員が就任しました。

令和4年11月13日㈰に、太宰府市議会意見交換会をプラム・カルコア太宰府で開催しまし

た。当日は39名の市民の皆様にご参加いただき、ありがとうございました。皆様のご意見を今後

の議会運営に活かしていくとともに、さらに開かれた議会を目指します。

※詳細は、ホームページをご覧ください。

意見交換会について意見交換会について


